
視覚障害擬似体験 

他校のバリアフリー教室の様子 

車いす自走体験 ノンステップバス乗降体験 

NEWS RELEASE    国土交通省 神戸運輸監理部 
 
 

「お手伝いしましょうか」と声をかけられる人になろう！ 
          

～姫路市立船場小学校で初めてバリアフリー教室を開催～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日時：令和元年１２月１３日（金）１０時４５分～１２時２０分 

■場所：姫路市立船場小学校（姫路市東雲町一丁目 29 番地） 

■対象：同校４年生５５名（２学級） 

■内容：別紙のとおり 

■主催：国土交通省神戸運輸監理部、国土交通省近畿運輸局 

■後援：公益社団法人兵庫県バス協会 

■協力：神姫バス株式会社 

 

 

 

当日の取材をお願いします。防犯上の都合により取材は事前に下記問い合わせ先にお申込みください。 

 

配布先  問い合わせ先 

姫路市政記者クラブ 

神戸海運記者クラブ 

 

神戸運輸監理部 企画推進本部 交通環境室 

担当 : 大山、山﨑 

電話:078-321-3145（直通）   FAX:078-321-3474 

こうべぇ 

神戸運輸監理部では、子どもたちに交通施設のバリアフリーの重要性を理解してもらうとと

もに、ボランティアに関する意識を醸成し、お年寄りや身体の不自由な方に対して、自然に「お

手伝いしましょうか」と声をかけてサポートできる「心のバリアフリー」の促進を目的としたバ

リアフリー教室を、下記のとおり実施します。 

教室では、車いすやアイマスクを用いた障害者等の擬似体験や、地域を走るノンステップバス

を利用した車いすでの乗降体験の他、場面に応じた介助方法等を学んでいただきます。 

また、心のバリアフリーを推進するとともに、環境問題にも関心を持っていただけるよう、地

球に優しいバスの利用を促すこととしています。 

令和元年 12 月 11 日資料配布 
企画推進本部 交通環境室 



別紙 

 

姫路市立船場小学校「バリアフリー教室」スケジュール等 

 

○１０：４５～１０：５５ オリエンテーション等 

 

○１０：５５～１２：１０  

◆車いすによるバスの乗降体験（約２５分） 

ノンステップバスを用いて、最新のバリアフリー設備について学習するとともに、高

齢者、車いす利用者、視覚障害者等のバス利用時における配慮等について理解を深め

る。 

 

◆車いす自走・介助体験（約２５分） 

車いすのひろげ方・たたみ方・段差の越え方等、基本操作を学習するとともに、自走・

介助体験を通じて、車いす利用者の気持ちや介助の重要性を理解する。 

 

◆視覚障害擬似体験（約２５分） 

アイマスクを用いて全盲の状況を擬似体験し、視覚障害者への介助方法等、適切なコ

ミュニケーション方法について学習する。 

 

○１２：１０～１２：２０ 講評等・閉会 

 

 

神戸運輸監理部では、高齢者や障害者の擬似体験や介助体験を通じて、バリアフリーへの理解を深

めるとともに、ボランティア意識を醸成し、誰もが高齢者や障害者に対して「お手伝いしましょう

か」と自然に声をかけて快くサポートできる「心のバリアフリー」を推進するため、平成 14 年度よ

り毎年、兵庫県内各地で「バリアフリー教室」を開催しています。 


